
（２）　施策の方針

第６章　活力ある暮らしやすいまち

分野（３）　勤労者福祉

＜目標とすべきまちの姿＞

1 事業評価結果一覧表
市民活動部

2 平成26年度末の目標
市民活動部

3 平成26年度の取組の評価
市民活動部

■ □

■ □

□ ■

■ □

4 今後の方向性
市民活動部

5 平成27年度末の目標
市民活動部

b

「目標とすべきまちの姿」の実現に向け、受益機会が偏っていない（適切な）取組であったか 適切

事業内容 予算規模

B市民-28 技能振興事業 435 2,733 0.3

評価対象事業名 決算値
（千円）

総事業費
（千円）

26年度
職員数
（人）

今後の方向性

効率性

要改善

技能者の経済的社会的地位及び技術水準の向上を図るため、優秀な技能者の表彰や技能職団体への助成などを行う。また、
技能職団体の持つ技術を小中学校で披露するなど、より広く次世代に向けて技能振興をアピールしていく。

技能者表彰により優秀な技能者を顕彰し、技能者の社会的地位及び技術水準の向上に努める。
技能祭を実施し、広く市民に技能職者の技術に触れる機会を創出する。
技能職団体連絡協議会と連携し、小中学校での技能披露の機会を設ける。

技能者がもつ専門的な技能により市民生活がより豊かになっています。その専門性を生かした市内事
業者が、日常生活における市民のニーズにこたえることで、市民生活の向上に貢献しています。

要改善

適切

整理番号 事業名

施策の方針③　技能振興の充実

技能者表彰により優秀な技能者を顕彰し、技能者の社会的地位及び技術水準の向上に努める。
技能祭を実施し、広く市民に技能職者の技術に触れる機会を創出する。
技能職団体連絡協議会と連携し、小中学校での技能披露の機会を設ける。

「目標とすべきまちの姿」の実現に向け、適切な事業費・人件費で執行できていたか 要改善

適切

妥当性 「目標とすべきまちの姿」の実現に向け、妥当（適切）な取組であったか 適切

技能者表彰により22名の優れた技能者を表彰することにより、市民に優れた技能について周知することができた。
技能祭実施に当たっては、鎌倉商工会議所のものづくり展と同日開催することにより、広く市民がものづくりと技能に触れる機会
を設けることができた。
技能職団体連絡協議会の加盟組合が２つの小学校で技能を生かしたボランティア活動を行うにあたり、教育委員会との調整な
どで活動を支援した。

公平性

要改善

有効性 「目標とすべきまちの姿」の実現に向け、適切な成果が得られていたか
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１　評価できるところ

２　課題・提言

鎌倉市民評価委員会の評価

・技能者の経済的、社会的地位の向上、また、技術水準の向上を図るべきである。

・次世代への技能啓発の一環として、小学校での工作教室、校庭の庭木剪定ボランティア活動の実施、技能振興
をアピールした。

203


